
   
 

平成 25 年５月 17 日 

各  位 

                     株式 会社バルクホ ールデ ィングス 

                        代 表 取 締 役 社 長  大 竹  雅 治 

                      （コード番号：2467 名証セントレックス） 

                      問合せ先：取締役管理本部長 五十嵐 雅人 

                      電話番号：03- 5 6 4 9 - 2 5 0 0（ 代 表 ） 
 

平成平成平成平成 25252525 年３月年３月年３月年３月期期期期通期連結業績予想と実績値と通期連結業績予想と実績値と通期連結業績予想と実績値と通期連結業績予想と実績値との差異の差異の差異の差異並びに並びに並びに並びに    

営業外収営業外収営業外収営業外収益、益、益、益、特別利益及び特別損失の計上に特別利益及び特別損失の計上に特別利益及び特別損失の計上に特別利益及び特別損失の計上に関するお知らせ関するお知らせ関するお知らせ関するお知らせ    
 

 平成 24 年５月 11 日に公表いたしました平成 25 年３月期通期連結業績予想と本日公表の実績

値との差異並びに営業外収益、特別利益及び特別損失の計上につきまして、下記の通りお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１．業績予想の差異について 

（１）平成 25 年３月期通期連結業績予想の修正（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

1,047 

百万円 

16 

百万円 

13 

百万円 

9 

円 銭 

210.28 

当 期 実 績 （ Ｂ ） 1,046 15 19 37 787.98 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △1 △1 5 27 ― 

増 減 率（％） △0.1 △6.7 43.0 274.9 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年３月期） 
973 △27 △28 △34 △799.62 

 

（２）差異発生の理由 

 平成25年３月期におきまして、当社グループは、事業拡大及び通期黒字化の達成を目指し、既

存顧客の囲い込み及び掘り起こし、新規顧客への積極的な営業及び受注活動、経費効率の改善等

に取り組んでまいりました。 

売上高及び営業利益につきましては、概ね予想通り推移いたしました。 

経常利益につきましては、保険解約返戻金、賞与引当金戻入額等を営業外収益に計上したこと

により、計画を 5百万円上回る 19 百万円となりました。 

当期純利益につきましては、経常利益の増加に加え、段階取得に係る差益 21 百万円、子会社

株式売却益 5百万円を特別利益に計上したこと等により、計画を 27 百万円上回る 37 百万円とな

りました。 

 

２．営業外収益、特別利益及び特別損失の計上について 

（１）営業外収益 

貸倒引当金戻入益（個別） 

    連結子会社に対する貸倒引当金につきまして、当該子会社の業績状況を勘案した結果、

個別決算において、貸倒引当金戻入益 27 百万円を営業外収益に計上いたしました。 
※連結子会社に対する貸倒引当金戻入益については、個別決算固有の処理であり、連結業績に与える

影響はありません。 

 

（２）特別利益 

   段階取得に係る差益（連結） 

    平成 25 年 3 月 11 日付で、株式会社マーケティング・システム・サービスの株式の一部

を取得し、平成 25 年 3月 31 日付にて、株式交換により完全子会社化したことに伴い、連

結決算において、段階取得に係る差益 21 百万円を特別利益に計上いたしました。 



   
 

 

（３）特別損失 

   減損損失（個別及び連結） 

    「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社及び当社連結子会社が保有するソフ

トウエアについて、現在の事業環境及び今後の見通しを勘案し将来の回収可能性を検討し

た結果、減損処理を行い、減損損失 4百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

以 上 


